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日 時：2021年12月3日（金）18：45 ～ 20：30　　会 場：アートホテル弘前配信　WEB開催
参加対象：慢性疼痛に関わる全職種
　2021年12月3日にオンラインで青森県慢性疼痛講演会を開催しまし
た。今回の目的の一つは、慢性疼痛に関わる多くの方々に慢性疼痛に
対する基礎的事項を理解頂くこととし、県内医療機関の整形外科、麻酔
科、リハビリテーション科と介護施設に案内をしました。事前に視聴希望
を募ったところ110名の方から申し込みをいただき、慢性疼痛に対して
関心が深いことが理解できました。
　当日は弘前市に配信会場を設定し、座長と講師２名が集合して一斉
配信する形を取りました。講演を２題設定し、青森県内で慢性疼痛治療
に造詣が深い弘前大学大学院医学研究科整形外科学講座講師の和
田簡一郎先生と同大学医学部附属病院麻酔科講師の木村太先生に
講師を依頼しました。
　講演会に先立ち、イントロダクションに時間を設けて、本講演会が令和
3年度厚生労働省慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業で
あり、各地区に慢性疼痛のセンターを配置する構想を説明しました。また
痛み財団が進める痛みマネージャーの資格についても説明しました。
　講演については和田簡一郎先生からは慢性の痛み「どんなものか」と
いう演題名で講演を頂き、慢性疼痛の定義や考え方などをわかりやすく
説明していただきました。具体的な症例提示もあり参加者には理解しやすかった内容だったと思います。続いて木村太先生
から慢性の痛み「どのように対応するか」について講演を頂きました。専門である薬物治療やブロック治療を中心に慢性疼痛
の治療について非常に分かりやすい説明をいただきました。

（八戸市立市民病院整形外科　沼沢　拓也）

青森地区慢性疼痛講演会

令和 3 年度 厚生労働省 慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業（東北地区）

慢性の痛みの理解と診療体制の構築に向けて

主　催
厚生労働省令和 3 年度慢性疼痛診療システム普及
・人材養成モデル事業（東北地区）
八戸市立市民病院整形外科
共　催
弘前大学大学院医学研究科整形外科学講座
弘前大学大学院医学研究科麻酔科学講座

参加費

無 料

対象：青森県内の医療従事者、福祉、介護、その他の慢性疼痛に携わるすべての職種

参加申込

問合せ先
八戸市立市民病院整形外科　沼沢
E-mail：numasawatakuya@yahoo.co.jp

2 0 2 1
12.3

FRI

18:45-20:30
18:45-18:50　イントロダクション
18:50-19:40　講演 1
19:40-20:30　講演 2

イントロダクション
18:45-18:50

八戸市立市民病院整形外科部長

沼沢　拓也　先生

講演 1
18:50-19:40

慢性の痛み「どんなものか」
弘前大学大学院医学研究科整形外科学講座講師

和田簡一郎　先生

講演 2
19:40-20:30

慢性の痛み「どのように対応するか」
弘前大学医学部附属病院麻酔科講師（診療准教授）

木 村　  太　先生

先着 500 名
11/30 ㈫ 締切
下記 QR コードより
受付してください。

https://forms.gle/qzJeK55S1JRoJj4V8
11/30 ㈫までに右記 QR コード
もしくはアドレスにアクセスして
お申し込みください。

青森地区講演会　完全 WEB＜ZOOM 開催＞青森地区講演会　完全 WEB＜ZOOM 開催＞青森地区講演会　完全 WEB＜ZOOM 開催＞
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日 時：2022年2月11日（金）13：00 ～ 17：20　　会 場： 八戸グランドホテル内TKP八戸配信　WEB開催
参加対象：青森県のリハビリテーションスタッフ
　リハビリテーション職種を対象とした慢性疼痛診療研修会を2022年2
月11日に開催しました。会場での集合型研修会の開催を進めていました
が、コロナウイルスの蔓延により、オンライン研修会に切り替えての開催とな
りました。
　定員募集30名は満員となり、最終的には当日都合が悪く参加出来な
かった2名を除く28名のリハビリテーション職種の方が参加し、5つのグ
ループに分けてグループディスカッション形式で行いました。
　研修会はこの事業の説明およびグループに分かれてのアイスブレーク
の後に5つの講義とグループディスカッションを行いました。

研修会後に参加者に4段階アンケート
（①満足②やや満足③やや不満④不満）評価を行い、以下に結果を示
します（n=25）。
司会進行………………… ①満足 88% ②やや満足 12%
時間配分………………… ①満足 52% ②やや満足 32%
	 ③やや不満 16%
講義の内容………………… ①満足 76% ②やや満足 24%
グループディスカッション…… ①満足 64% ②やや満足 36%
ファシリテーター…………… ①満足 92% ②やや満足  8%
研修会全体……………… ①満足 80% ②やや満足 20%
　アンケート結果から多くの参加者の方が今回の研修会について満足が得られたことが分かりました。一方で時間配分に不
満を感じていた方もおり、もう少し時間を取ってディスカッションする必要性があるかもしれないと思いました。今後同様の研修
会があった場合にほとんどの方がまた参加したいとの希望があり、オンラインでの研修会の有効性を感じることが出来ました。

（八戸市立市民病院整形外科　沼沢　拓也）

リハビリ職種のための慢性疼痛診療研修会（オンライン）
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　2018年より八戸地域の整形外科、麻酔科、メンタル科の医師が、慢性疼痛についてお互いに学び、話し合う場として八戸
ペインミーティングを年3回の頻度で開催してきました。2019年からは多職種連携を目指し、リハビリテーション技師や臨床
心理士も交えて幅広く意見を交わす会に拡大していきました。しかし2020年にCOVID-19が蔓延すると集会の機会が減り、
2020年後半からやっとオンラインでのミーティングを開催することができました。
　2021年度は2021年6月17日と10月21日にハイブリッドで開催することができ、一部の参加者は現地で意見交換することが
できました。一方で2022年1月20日に開催予定だった現地開催の八戸ペインミーティングは、直前になりCOVID-19の第6波
の急拡大により中止することになりました。
　COVID-19が落ち着くことにより、来年度以降も慢性疼痛についてさまざまな視点から数多くの専門家が集い、ディスカッ
ション出来ることを願っております。

第8回　八戸ペインミーティング（ハイブリッド開催）　2021年6月17日（木）　18：50 ～ 21：00
① 演題名：診断に迷う手の痛み、治療困難な手の痛み
　 演 者：青森労災病院整形外科　岩崎　弘英 先生
② 演題名：痛み診療におけるエコーガイド下リリーステクニック
　 演 者：十和田市立中央病院麻酔科　深田　祐作 先生

第9回　八戸ペインミーティング（ハイブリッド開催）　2021年10月21日（木）　19：00 ～ 21：00
演題名：神経障害性疼痛の治療　多職種集学的診療のすすめ
演 者：早石病院疼痛医療センター長　三木　健司 先生

（八戸市立市民病院整形外科　沼沢　拓也）

八戸ペインミーティング
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東北ブロック（岩手県・青森県）

「慢性の痛みの理解と診療体制の構築に向けて」講演会　－慢性の痛みについて－
日 時：2021年１１月２０日（土）13：30 ～ 15：30　　会 場：Zoomオンラインシステム
参加対象：岩手県・青森県を中心とする医療従事者、慢性痛に関連する職種の方々
　今年度は、青森県・岩手県合同の講演会として企画しました。講演１として八戸市立市民病院整形外科沼沢拓也先生に

「慢性の痛みどんなものか」、講演２として岩手医科大学麻酔学講座大畑光彦先生に「慢性の痛みどのように対応するか」
について講演いただきました。60分ほどの時間で、慢性の痛みについて、わかりやすく網羅的に知識を得られるような講演会
を目標としました。

東北ブロック（岩手県・青森県）慢性疼痛講演会　報告

　参加者は41名でした。職域別では19名が医師で、22名は医師以外であり理学療法士の受講が多く、看護師、薬剤師、心
理士など多職種が受講していました。多職種が参加していることは今後、集学的な診療体制を構築するために重要なことと
感じられました。
　完全WEBで行われたことで、コロナ感染に対しては安心して受講できること、遠方でも参加できることがメリットとなりました

（愛知県　北海道の参加がありました）。しかし、映像や音声の乱れの懸念はあり、WEB環境の安定性が求められる点は
課題と考えられます。また、対面式とWEBとの差については、今後問題点が指摘されると思われますが、安心安全で開催でき
ることが第一と考えました。
　講演内容について質問やご意見はありませんでしたが、「時間内にみっちりした講演だった」との感想があり、充実してい
たか内容が時間に対して盛り込みすぎだったか、早口だったかなど検討が必要と思われました。今後も講演内容については
アップデートしていくことが重要と考えました。

所属別
所属 人数

岩手医科大学付属病院 4
岩手医科大学 3
栃内病院 2
八戸市立市民病院 2
山形大学医学部附属病院 1
弘前大学医学部附属病院 1
秋田大学医学部附属病院 1
福島県立医科大学 1
札幌医科大学 1
国立病院機構宮城病院 1
南東北病院 1
仙台医療センター 1
東北大学病院 1
米沢市立病院 1
三友堂病院 1
日赤名古屋第一病院 1
南相馬市立総合病院附属小高診療所 1
竹田綜合病院 1
枡記念病院 1
公益財団法人　星総合病院 1
メディカルコート八戸西病院 1
医療法人平成会　八戸平和病院 1
青森県立中央病院 1
十和田市立中央病院 1
岩手県立中部病院 1
弘前記念病院 1
小泉病院 1
孝仁病院 1
室岡医院 1
桑名医院 1
薬局いずみ調剤 1
サイトウ整形外科クリニック 1
三浦整形外科 1
介護老人保健施設たいわ 1

計 41

診療科別
診療科名 人数

リハビリテーション科 13
麻酔科 6
緩和ケア科 3
麻酔科外来 2
薬剤科 2
不明 2
総合診療外科 1
整形外科 1
内分泌内科 1
神経精神医学講座 1
麻酔学講座 1
内科 1
外科 1
老年内科 1
看護部 1
一般外来 1
薬局 1
患者支援センター 1
臨床心理室 1

計 41

県別
県名 人数

岩手県 13
青森県 9
福島県 7
宮城県 5
山形県 3
秋田県 2
愛知県 1
北海道 1

計 41

職域別
職域名 人数

医師 19
理学療法士 10
看護師 4
薬剤師 3
臨床心理士、公認心理師 2
作業療法士 2
柔道整復師 1

計 41

東北ブロック（岩手県・青森県）
「慢性の痛みの理解と診療体制の構築に向けて」講演会−慢性の痛みについて−・申込状況
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東北ブロック（岩手県）

「脊椎疾患の慢性疼痛治療を考える」　－慢性疼痛診療シンポジウム－
日 時：2022年１月15日（土）13：30 ～ 16：00　　会 場：Zoomオンラインシステム
参加対象：岩手県・青森県を中心とする医療従事者、慢性痛に関連する職種の方々
　講演会・研修会で慢性疼痛についての知識や対応方法を学ぶことが
でき、多職種にそれが拡大してきていると実感されますが、岩手県では、
痛みセンターや集学的治療のシステムの構築が進んでいません。この点
につき、今年度は岩手医科大学附属病院の現状に焦点をあてシンポジ
ウムを企画しました。
　4部門から、整形外科遠藤寛興先生、麻酔科大畑光彦先生、リハビリ
テーション科西村行秀先生、臨床心理室藤原恵真先生の4名の演者を
招き、座長を麻酔科鈴木健二先生にお願いしました。各部門で提供でき
る慢性疼痛診療内容、慢性疼痛患者の診療実態、今後の問題点を提
示、その後議論いただきました。脊椎疾患関連の慢性疼痛患者数は多く
整形外科外来は多忙である事、麻酔科ペインクリニックでは神経ブロック
や多種の鎮痛薬調節でも疼痛コントロールに難渋する患者は多いこと、
リハビリテーション科からは入院して鎮痛を十分にしながらのプログラム
の有用性の提示があり、臨床心理室からは、認知行動療法についてと
心理士の各外来への関わり方の問題や診療報酬の問題が提示されま
した。
　各部門の能力を十分に発揮するためには、各科の連携強化、コンサル
ト方法の確立、病院内でのシステムの確認と利用の工夫が必要との意見が出ました。診療場所、マンパワー、診療保険点数
の請求条件などを当院の条件を考慮しながらすすめることが提案されました。
　参加者はシンポジストを含めて41名で、医師、歯科医師、薬剤師、理学療法士、作業療法士など多職種が参加されました。
　慢性疼痛診療の啓蒙、人材の育成とともに、集学的治療を行えるシステムの構築も医療施設毎の条件に合わせて前進さ
せる必要があると思われました。

東北ブロック（岩手県）シンポジウム　報告
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東北ブロック（岩手県・青森県）慢性疼痛診療研修会
日 時：2021年１２月4日（土）14：00 ～ 17：30　　会 場：Zoomオンラインシステム
参加対象：岩手県・青森県を中心とする医療従事者、慢性痛に関連する職種の方々
　今年度は、東北ブロックをさらに分割してその地区の医療者にその地区の講師が中心となり研修会を企画することとなりま
した。八戸市は青森県ですが、医療圏としては岩手県とのつながりも多く、今回青森県・岩手県の合同研修会を企画しまし
た。また県単独では講師側のマンパワーが足りないことも合同企画の理由であり、さらに必要な講師陣は痛み財団にお願い
しました。
　研修内容に関しては、痛み財団のプログラムを基本としました（チラシ写真参照）。そうすることで基本的な痛みの知識、痛
みの評価方法、治療として薬物療法・運動療法・心理療法などの知識を、網羅的に短時間で修得できると感じられました。プ
ログラムで学んだ内容をふまえて提示された症例についてディスカッションを行い知識の確認や問題点を共有することなどを
目標としました。

東北ブロック（岩手県・青森県）慢性疼痛診療研修会　報告

所属別
所属 人数

岩手医科大学附属病院 10
八戸市立市民病院 2
三戸中央病院 2
メディカルコート八戸西病院 2
十和田市立中央病院 1
青森県立中央病院 1
東八幡平病院 1
白沢整形外科医院 1
栃内病院 1

計 21

診療科別
診療科名 人数

リハビリテーション部 9
麻酔科 5
整形外科 2
看護部 2
泌尿器科、皮膚科 1
緩和ケア病棟 1
薬剤部 1

計 21

職域別
職域名 人数

医師 7
理学療法士 7
看護師 4
作業療法士 2
薬剤師 1

計 21

県別
県名 人数

岩手県 13
青森県 8

計 21

東北ブロック（岩手県・青森県）慢性疼痛診療研修会・申込状況

　参加者は、多職種21名が参加しました。日常、近くで働いているが会話の機会のない他部門の方と議論することは、目線の
違いや患者への関わり方の違いを感じ有意義だったとの感想がありました。またファシリテータが感じ良く進行してくれたとの
感想もあり、多職種の集合では重要な点と感じました。多職種研修会は集学的アプローチのためにも貴重な時間だったと感
じられました。
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東北ブロック（秋田県）慢性疼痛診療研修会
日 時：2021年11月28日（日）9：30 ～ 13：00　　会 場：Zoomオンラインシステム
参加対象：秋田県を中心とする医療従事者、慢性痛に関連する職種の方々
　慢性痛の原因は複雑で、ひとつのアプローチによる治療介入だ
けでは緩解しないことが多い。整形外科医、麻酔科医、神経精神
科医、看護師、理学療法士、作業療法士、言語療法士、薬剤師、
心理療法士など、多職種の医療者がチームを形成し、それぞれの
専門性を発揮して集学的な治療を行う必要がある（図1）。
　しかし、秋田県ではこれまで、その必要性を認識しながらも、そ
ういったチームは形成されておらず、個々の症例に対して十分な
相談やカンファレンスを行う場もなかった。本研修会の位置づけ
を「今後、多職種でのチーム医療を形成するためのキックオフミー
ティングの場」と設定した。フライヤー（図2）を作成し、痛みに対する治療が行われている施設に配布し、参加者を募った。

　開催時点でのCovid-19（coronavirus disease-19）感染状況の予測
が立たなかったため、Zoomを用いた完全オンライン開催とした。ブレイ
クアウトルーム機能を用いることでグループワークも可能であった。オンラ
インに関する各種設定と当日の運用は事務局が対応してくれたため、円
滑に進行できた。秋田県は広いが、交通インフラが脆弱で、移動という
観点から考えるとオンライン開催にはメリットが大きい。また、痛みの治療
に従事している医療者には開業している方も多い。今回は日曜日に開催
したが、通常、土曜日には診察が行われているため、週末の現地開催は
彼らへの負担が大きい。今後もオンライン開催の形式は残しておいた方
がよいように考える。

　われわれの宣伝が不十分だったため、当日の参加者は17名だった
が、表1に示したとおり、職種は医師だけでなく、看護師、理学療法士、作
業療法士、精神保健福祉士、柔道整復師など多様だった。

【秋田県】研修会報告

図1. 多職種による慢性痛への集学的治療1)

図2．研修会のフライヤー

令和3年度厚生労働省慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業

東北ブロック（秋田県）

慢性疼痛診療研修会
明日からの慢性疼痛診療に役立つ評価法と治療法を学び，
グループディスカッションを行います。
慢性痛に興味のある方は、是非お気軽にご参加ください。

日時 2021年11月28日（日）
9:30～13:00（受付9:15開始）

会場 Zoomオンライン会議システム

参加対象 秋田県を中心とする医療従事者、
慢性痛に関連する職種の方々
医師・歯科医師・看護師・理学療法士・作業療法士・臨床心
理士・公認心理師・ソーシャルワーカー・介護士・その他

1.痛みの多面的評価
2.痛みの治療
１）薬物療法
２）運動療法
３）心理療法

3.症例検討
参加をご希望の方は下記（QRコード）よりお申込みください

申込期限:2021年11月19日（金）
定員になり次第締め切ります

お問合せ先:一般財団法人日本いたみ財団 事務局
Emai:itamizaidan@gmail.com

【主催】厚生労働省「慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業 東北ブロック」
秋田大学大学院医学系研究科医学専攻病態制御医学系麻酔・蘇生・疼痛管理学講座

【共催】一般財団法人日本いたみ財団

参加費:無料
定員３０名 先着順
※事前申込必須※

https://docs.google.com/forms/d/1Jes71TauWuiIwMY
Gwc10JAdRkuBlWQCZ4VxkwN8pct8/edit
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東北ブロック（秋田県）慢性疼痛診療研修会・申込状況

　従来の本研修会の構成を踏襲して、「痛みの評価と治療」に関する4つのテーマで講義をしていただき、それに対して数名
ずつに分かれてグループワーキングを行った。理解を深めてもらった後、ひとつの症例を呈示し、それぞれの立場からの評価
と治療についてグループ内でさらに検討した。当日の講義内容と講師は以下のとおりである。

① 痛みの多元性と慢性疼痛の多面的評価（秋田大学　医学部　麻酔科　新山　幸俊 先生）
② 痛みの治療（１）「薬物療法」（秋田大学　医学部　麻酔科　木村　哲 先生）
③ 痛みの治療（２）「運動療法」（東北文教大学　人間科学部　子ども教育学科　三道　なぎさ 先生）
④ 痛みの治療（３）「心理療法」（星総合病院慢性疼痛センター　リハビリテーション科　二瓶　健司 先生）
⑤ 症例検討（福島県立医科大学　疼痛医学講座　髙橋　直人 先生）

　最後に、15分間という短い時間ではあったが、秋田県内における慢性痛患者に対する多面的アプローチ治療体制の構
築についてのグループワークを行った。
　参加者の多くがその有用性と必要性を感じていたが、同時に現状では、参加者を連動させて体制を構築することが様々な
事情で困難なこと、単一の施設では限界があることを認識していた。そこで、まずは人員が整っていて各職種が在籍している
大学病院で慢性痛に対するチーム医療体制を構築し、その後、県内に拡大すべきという結論に至った。構築までのスケジュー
ルなど具体的な内容は検討されなかったが、慢性痛に対する評価や集学的治療について学習することで理解を深め、さらに
多職種のチームビルディングのきっかけとする上で有用な研修会であった。
1)木村　哲：本研修会における「秋田県内における慢性痛患者に対する多面的アプローチ治療体制の構築」の際のプレゼンテーション資料より抜粋

秋田大学医学部 麻酔科　新山　幸俊

所属別
所属 人数

秋田大学医学部附属病院 9
秋田大学 3
つつみ整形外科 1
ワタナベ整骨院 1
医療法人清風会　清和病院 1
イムス明理会仙台総合病院 1
秋田赤十字病院 1

計 17

診療科別
診療科名 人数

麻酔科 5
整形外科 4
リハビリテーション科・部 5
一般外来 1
医療相談室 1
未記入 1

計 17

職域別
職域名 人数

医師 9
理学療法士 4
看護師 1
作業療法士 1
精神保健福祉士 1
柔道整復師 1

計 17

表1.当日の参加者
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東北ブロック（山形県・福島県）慢性疼痛診療研修会
日 時：2021年12月26日（日）9：30 ～ 13：00　　会 場：Zoomオンラインシステム
参加対象：山形・福島県を中心とする医療従事者、慢性痛に関連する職種の方々

【企画の内容】

　令和3年度厚生労働省慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業の一環として、東北地区の医療従事者等向けに、慢性の
痛みの理解と診療体制の構築を目的としたZoomオンライン会議システムを用いた完全Web開催による研修会を開催いたしました。
　痛みの多面的評価、痛みの治療、症例検討、の3部構成で、各分野のエキスパートによる講義、グループディスカッションによ
り、参加者全員が主体的に取り組める内容になっておりました。
　年末かつ日曜日の開催となりましたが、定員限度枠満席の30名の参加を頂
き、参加の皆様にとって大変有意義な講演会になりました。

東北ブロック（山形県・福島県）慢性疼痛診療研修会

令和3年度厚生労働省慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業

東北ブロック（山形県・福島県）

慢性疼痛診療研修会
明日からの慢性疼痛診療に役立つ評価法と治療法を学び，
グループディスカッションを行います。
慢性痛に興味のある方は、是非お気軽にご参加ください。

日時 2021年12月 26日（日）
9:30～13:00（受付9:15開始）

会場 Zoomオンライン会議システム

参加対象 山形・福島県を中心とする医療従事者、
慢性痛に関連する職種の方々
医師・歯科医師・看護師・理学療法士・作業療法士・臨床心
理士・公認心理師・ソーシャルワーカー・介護士・その他

1.痛みの多面的評価
2.痛みの治療
１）薬物療法
２）運動療法
３）心理療法

3.症例検討
参加をご希望の方は下記（QRコード）よりお申込みください

申込期限:2021年12月17日（金）
定員になり次第締め切ります

お問合せ先:一般財団法人日本いたみ財団 事務局
Emai:itamizaidan@gmail.com

【主催】厚生労働省「慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業 東北ブロック」
山形大学医学部整形外科学講座・公立大学法人福島県立医科大学医学部疼痛医学講座

【共催】一般財団法人日本いたみ財団

参加費:無料
定員３０名 先着順
※事前申込必須※

https://docs.google.com/forms/d/1lfa_GXJj2Y7EYhx
9pvBBCdaE8xaO1wQrVIfSeTNBvm4/edit

【講演会の案内状】

所属別
所属 人数

医療法人辰星会 桝記念病院 6
公益財団法人　星総合病院 3
山形大学医学部附属病院 3
仙台ペインクリニック 2
岩手医科大学附属病院 2
山形大学 1
福島県立医科大学　看護学部 1
福島県立医科大学　会津医療センター 1
公益財団法人　会田病院 1
日本海総合病院 1
大原綜合病院 1
庄内余目病院 1
山形市立病院済生館 1
薬局いずみ調剤 1
介護老健施設　ローズむらやま 1
医療法人健友会　介護老人保健施設ひだまり 1
社会福祉法人いわせ長寿会 1
宝田整形外科クリニック 1
竹林貞吉記念クリニック 1

計 30

診療科別
診療科名 人数

リハビリテーション科 12
看護部 5
整形外科 4
臨床心理室 2
外科 1
脳神経外科 1
内科 1
麻酔科 1
総合診療科 1
訪問看護 1
薬局 1

計 30

職域別
職域名 人数

医師 12
理学療法士 8
看護師 3
准看護師 2
作業療法士 2
臨床心理士 2
薬剤師 1

計 30

県別
県名 人数

福島県 16
山形県 10
宮城県 2
岩手県 2

計 30

【参加者詳細】
東北ブロック（山形県・福島県）慢性疼痛診療研修会・申込状況
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東北ブロック（山形県）「慢性の痛みの理解と診療体制の構築に向けて」講演会
日 時：2021年11月14日（日）10：00 ～ 12：00　　会 場：Ｚｏｏｍオンラインシステム
参加対象：東北地方の医療従事者、福祉、介護職、慢性痛に関連する職種の方々

【企画の内容】

　令和3年度厚生労働省慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業の一環として、東北地区の医療従事者等向け
に、慢性の痛みの理解と診療体制の構築を目的としたZoomオンライン会議システムを用いた完全Web開催による講演会を
開催いたしました。
　講演1では関節炎・関節痛について、講演2では痛みに対する集学的アプローチについて、講師の先生からわかりやすく解
説頂きました。講演1では、日常遭遇する関節の腫脹や疼痛を生じる様々な疾患の鑑別について、実際の肉眼所見の写真を
提示いただくことで、視覚から記憶に残る講演でありました。講演2では、慢性疼痛に対する多職種連携の重要性を、実際の
患者さんへの対応方法を交えながら、系統だって講演いただきました。
　日曜日の開催となりましたが、70名という多数の参加を頂き、参加の皆様にとって大変有意義な講演会になりました。

東北ブロック（山形県）「慢性の痛みの理解と診療体制の構築に向けて」講演会
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山形大学医学部整形外科学講座

教授　高木 理彰 先生

公益財団法人 星総合病院
慢性疼痛センター

副センター長　髙橋 直人 先生

組織損傷は治っているのに、痛みが続く…
こんな慢性の痛みで苦しんでいる

座長／福島県立医科大学整形外科学講座・疼痛医学講座

　　　教授　矢吹  省司 先生

Zoom開催

公立大学法人 福島県立医科大学医学部疼痛医学講座　［担当:高槻］
TEL&FAX  024－581－5547　　E-mail  kozumage@fmu.ac.jp

お問い合わせ先

対 象
東北地方の医療従事者、福祉、介護職
その他慢性疼痛に携わるすべての職種

申込期限 ※お申込み受付後、登録アドレスに参加URLを
　お送りいたします。（3～5日前目安）11月8日月まで

参加申し込み
https://docs.google.com/forms/d/1YwdVtlnvv_
U9iwQGVmYGdcmymgUzCQSUC9JylRKf1Ew/edit

10：00～12：00
（9：45受付開始）

令和3年

1114月 日日

関節炎・関節痛の鑑別診断

集学的アプローチによる
痛み治療

講演1

講演2

講師

講師

参加費
無料

【講演会の案内状】

所属別
所属 人数

福島県立医科大学 9
山形大学 8
公益財団法人　星総合病院 5
大原綜合病院 2
済生会　山形済生病院 2
東北大学病院 2
赤石病院 2
エバーグリーンイズミ 2
東京大学医学部附属病院 2
寒河江市立病院 1
みゆき会病院 1
日本海総合病院 1
山形県立新庄病院 1
すがいデンタルクリニック 1
吉岡病院 1
鶴岡協立病院 1
医療法人健友会　介護老人保健施設ひだまり 1
山形県立こころの医療センター 1
ファミリー調剤薬局 1
コスモ調剤薬局　谷地店 1
福島県立医科大学　会津医療センター 1
竹林貞吉記念クリニック 1
農村健診センター 1
南相馬市立総合病院附属小高診療所 1
無所属 1
公立藤田総合病院 1
枡記念病院 1
太田熱海病院 1
ないとうクリニック 1
国立病院機構宮城病院 1
浅沼整形外科 1
石垣記念岩沼中央整形外科 1
気仙沼市立病院 1
医療法人兀兀堂　コツコツクリニック多賀城 1
仙台市立病院 1
かねたバランス接骨院 1
医療法人社団洞口会　名取中央クリニック 1
不明 1
八戸市立市民病院 1
弘前大学医学部附属病院 1
秋田大学医学部附属病院 1
市立横手病院 1
白沢整形外科医院 1

計（3名詳細入力なし） 70

診療科別
診療科名 人数

整形外科 25
リハビリテーション 24
薬剤科 3
内科 2
総合内科 1
総合診療外科 1
総合診療科 1
医療人育成・支援センター 1
健診センター 1
精神科 1
麻酔科 1
外科 1
歯科 1
看護学部 1
病棟 1
一般外来 1
整骨院 1
保健科学部 1
検査科 1
不明 1

計 70

職域別
職域名 人数

医師 29
理学療法士 12
看護師 9
作業療法士 8
薬剤師 4
柔道整復師 2
鍼灸あん摩マッサージ指圧師 2
歯科医師 1
病院助教 1
大学教員 1
臨床検査技師 1

計 70

県別
県名 人数

福島県 24
山形県 23
宮城県 16
青森県 2
秋田県 2
東京都 2
岩手県 1

計 70

【参加者詳細】
東北ブロック（山形県）「慢性の痛みの理解と診療体制の構築に向けて」講演会・申込状況
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令和3年度慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業宮城地区

慢性疼痛診療研修会報告
令和3年11月3日10：00 ～ 15：30　日本いたみ財団共催
　多職種多診療科対象の慢性疼痛診療研修会を11月3日開催した。当日の参加者は、医師6名（整形外科3名、内科1名、外
科1名、麻酔科1名）、歯科医師8名、理学療法士5名、公認心理師（臨床心理士）2名、薬剤師1名の22名であった。今回から
歯科医師にも広く声をかけたため、東北地区の慢性疼痛診療研修会としては初の歯科医師の参加となった。
　研修会の内容は、この事業の説明およびグループに分かれてのアイスブレークの後
1.慢性疼痛の分類と多面的評価：東北医科薬科大学医学部整形外科学　小澤　浩司 先生
2.慢性疼痛の運動療法：仙台ペインクリニック理学療法士　大友　　篤 先生
3.慢性疼痛の心理アセスメント：東北福祉大学総合福祉学部福祉心理学科　武村　尊生 先生
4.慢性疼痛の薬物療法：仙台ペインクリニック麻酔科　伊達　　久
5.症例検討：星総合病院慢性疼痛センター　髙橋　直人 先生
　最後に、日本いたみ財団のいたみマネージャーについて広報を行った。
　研修会前後で、慢性の痛み政策研究事業「慢性疼痛診療システムの均てん化と痛みセンター診療データベースの活用によ
る医療向上を目指す研究」で作成した「慢性痛に関する教育効果の評価尺度」を用いてその効果を行った。
　知識尺度に関しては23項目の質問があり「正しい」「間違い」「わからない」の3択で回答したが、研修会前後で正解に結び
つくことができるようになった項目が多かった。また研修会前に「わからない」が合計65個あったのに対して、研修会終了後の
回答では21個と激減した。研修会終了後の回答でも「わからない」が多かった項目としては薬物療法に関するものが多く、医
師や歯科医師以外には理解が十分ではなかった。30分という限られた時間では薬物療法全般の十分な理解を得ることは
難しい可能性がある。
　また、終了時のフリーコメントで多かった項目は
1.良かった点

多職種の人とディスカッション出来たことが良かった
自分の職種以外のいろんな考え方がわかって良かった
講演だけでなく直接討論できたことが良かった

2.改善して欲しい点
もう少し基礎的な知識も入れて欲しい
グループディスカッションの時間がもっとあれば良かった
レジメがあれば良かった

などであり、例年と同様にグループディスカッションが好評であった。
　この研修会終了後に日本いたみ財団の「いたみマネージャー」に応募
してくれた方が多かったのもこの研修会の大きな成果であった。

（仙台ペインクリニック　伊達　　久）

令和3年度慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業宮城地区
慢性疼痛診療研修会報告

令和3年度 厚生労働省慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業

慢性疼痛診療研修会
明日からの慢性疼痛診療に役立つ評価法と治療法を学び，
グループディスカッションを行います。
慢性痛に興味のある方は、是非お気軽にご参加ください。

場所

日時 令和3年11月3日（祝・水） 10：00～15：10

Ｚｏｏｍ 開催 （サイトオープン 9：30）
※参加の際にはzoom推奨環境をご確認ください

宮城県内 医療従事者
医師・歯科医師・看護師・理学療法士・作業療法士・
臨床心理士・ソーシャルワーカー・薬剤師

1. 慢性疼痛の分類と多面的評価
2. 慢性疼痛の運動療法
3. 慢性疼痛患者の心理アセスメント
4. 慢性疼痛の薬物療法
5. 症例提示

研修会プログラム

参加申込

主催：厚生労働省「慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業 東北ブロック」
共催：一般財団法人日本いたみ財団

URL：https://forms.gle/TELZAD8M2DKL8HT26

お問合せ先：一般財団法人日本いたみ財団 事務局

Emai：itamizaidan@gmail.com

申申込込期期限限10月月27日日ままでで 定定員員ににななりり次次第第締締めめ切切りりまますす

参参加加費費無無料料
定定員員30名名
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　同じ臨床家でも専門が異なるとアップデートの話題についていけない。ましてや基礎と臨床では、同じ痛みに関連して仕事
していても全く知らないことがある。自分たちの分野では今は常識でも、専門が異なると全くわからないことや古い知識しか知
らないことがある。仙台痛みのフォーラムは、専門分野が違う痛みの専門家が集まって自由に討論する集まりである。2017年、
ある研究会の懇親会の雑談がきっかけで企画された勉強会である。医師が関与する勉強会では、製薬メーカーなどのバック
アップで行うことが多い。しかし昨今製薬メーカーが関与する勉強会では自由な発言が制限される。そのため、メーカーなどの
バックアップなしに、自分たちで会場を確保し、自分たちで開催するというとても自由な会である。メーカーの資金援助はない
が、逆にメーカーの意向を気にすることなく、公平な立場で自由に討論できるのが特徴である。
　現在参加しているのは、東北医科薬科大学薬学部（基礎医学）、東北大学緩和医療科（緩和医療）、東北医科薬科大学
病院がん治療支援科（緩和医療）、東北福祉大学（臨床心理）、仙台ペインクリニック（ペインクリニック）の5施設である。他に
は、東北労災病院や宮城県立がんセンター、国際医療大学などからも参加してもらっている。2020年度からはCovid19の影
響で一時的に勉強会が中断したが、その後WEB開催という方法で再開している。勉強会後の懇親会がなくなったのだけが
残念だが、またリアルで再会できる日を楽しみにしている。

第14回　仙台痛みのフォーラム（WEB開催）　2021年5月25日　19：00 ～ 20：30
演題名：持続硬膜外麻酔が疼痛コントロールに極めて有効だった一例
演 者：東北医科薬科大学がん診療支援チーム
座 長：東北大学緩和医療学分野　井上　　彰 先生

第15回　仙台痛みのフォーラム（WEB開催）　2021年8月19日　19：00 ～ 20：30
演題名：定量的感覚検査QSTについて 
演 者：仙台ペインクリニック　埜口　千里 先生
座 長：国際医療大学　麻酔科学講座　河野　達郎 先生

第16回　仙台痛みのフォーラム（WEB開催）　2022年1月25日　19：00 ～ 20：30
演題名：これからの時代に求められる予後予測 
演 者：竹田綜合病院　緩和医療科　平塚　裕介 先生
座 長：東北医科薬科大学がん診療支援科　児山　香 先生

　今後も定期的に開催予定である。以前のようにみんなで議論を戦わせる日が早く来ることを祈るだけである。
（仙台ペインクリニック　伊達　　久）

仙台痛みのフォーラム
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仙台ペインクリニック リハビリテーション科 理学療法士 大友　　篤
はじめに

　今回、慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事業 東北地区の活動として、東北地区のリハビリテーション職種に限
定し、慢性疼痛の病態を理解し、同職種連携（地域で取り組んでいる慢性疼痛診療を理解する）を目的とし、全国初であるリ
ハビリテーション職種（以下リハ職種）にむけた講習会と研修会を開催したため以下に報告する。

1.東北ブロックリハビリテーション職種のための慢性疼痛診療 講習会
日 時：2021年11月7日（日）13：30 ～ 15：30	 会 場：Zoomオンラインシステム
配 信 元：PARM-CITY131ビル5階B会議室	 参加対象者：東北県内のリハビリテーション職種
参 加 者：94名（事前申し込み115名）

プログラム

講義Ⅰ「慢性疼痛の治療」	 仙台ペインクリニック院長／医師 伊達　　久
講義Ⅱ「慢性疼痛患者に対する検査・測定」	 仙台ペインクリニック／理学療法士 大友　　篤
講義Ⅲ「慢性疼痛患者に対する集学的アプローチ～理学療法士の立場から～」
	 星総合病院 慢性疼痛センター／理学療法士 二瓶　健司
所見

　今回の講習会では、東北地区の94名と数多くのリハ職種が集まった。
リハ職種が普段臨床での関わりが薄い薬物療法について伊達氏から
説明された。また、二瓶氏からは、慢性疼痛センターでの実際の取り組
み、慢性疼痛患者の捉え方など明日の診療につながる内容であった。

リハビリテーション職種のための慢性疼痛診療 講習会・研修会　活動報告

県別 人数
青森県 23
岩手県 9
秋田県 4
山形県 18
宮城県 24
福島県 13
長野県 1
不明 2

計 94

参加施設 施設数
医療機関 75
介護施設 6
教育機関 3
整骨院 1
リハビリテーションセンター 4
健康福祉局 1
在宅療養支援診療所 1
訪問看護ステーション 1
不明 2

計 94

職種別 人数
医師 2
理学療法士 76
作業療法士 12
柔道整復師 2
不明 2

計 94
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2.東北ブロックリハビリテーション職種のための慢性疼痛診療 研修会
日 時：2021年12月19日（日）10：00 ～ 15：30	 会 場：Zoomオンラインシステム
配信元会場：PARM-CITY131ビル5階B会議室	 参加対象者：東北県内のリハビリテーション職種
参 加 者：34名（事前申し込み51名）

プログラム

講義Ⅰ「慢性疼痛の治療」	 仙台ペインクリニック／医師 伊藤　裕之
講義Ⅱ「慢性疼痛患者に対する検査・測定」
	 八戸市立市民病院／理学療法士 石村　慶太
講義Ⅲ「慢性疼痛患者に対する運動療法」
	 星総合病院 慢性疼痛センター／理学療法士 二瓶　健司
講義Ⅳ「認知行動療法」	 仙台ペインクリニック／理学療法士 麻野　千穂
講義Ⅴ「症例検討」	 仙台ペインクリニック／理学療法士 大友　　篤
※講師以外グループディスカッションのファシリテーター 7名
アンケート：知識・困難・地域尺度についてのアンケートを研修会前後に実施した。回収率97％
所見

　今回の研修会講師、ファシリテーターは、日ごろ東北地区で慢性疼痛診療に携わっている理学療法士であった。また、参加者も東
北地区リハ職種限定としオール東北で同職種連携を図る目的で研修会が行われた。今回のアンケート結果から3つの尺度の解析
を行なった。
○�知識尺度（事前・後テスト）について　研修前では、テストの結果で正解率７割以下の問いは、「慢性疼痛の定義」、「CRPSにつ

いて」であり、正解率５割以下の問いは「慢性疼痛の分類」「慢性痛の問診」の項目であった。特に正解率が悪かった３割以下の
問いは「頭痛について」と「薬物について」であった。しかし、研修後テストでは、正解した参加者の割合は多くなった。

○�困難尺度（事前アンケートのみ）について　全ての項目（慢性疼痛に対する基礎知識、評価、目標設定、治療、他職種連携、患
者の家族への対応など）で、慢性疼痛診療にリハ職種が苦渋している現状であった。

○�地域尺度（事前・後アンケート）について　「各施設が提供する慢性痛の治療内容が分かる」、「地域で慢性痛患者に関わって
いる人の名前と顔、考え方が分かる」、「地域で慢性痛患者に関わっている施設の理念や事情が分かる」の3つの項目で、事前ア
ンケートでは、「そう思わない」と返答した割合が多かったが、事後では、「そう思う」と回答した参加者の割合が多くなった。また、
事前「そう思わない」が事後「そう思う」に変化した割合に有意差が認められた。

○�研修後の感想：自由記載（一部記載）　・痛みに対する考え方が変わった。・具体的な検査方法や症例を通じてどのように介入
していけば良いかが理解できた。・認知行動療法や評価尺度について学べました。・グループディスカッションはよい。・グループディ
スカッションの時間が短い。

　以上の結果から、今回の研修会を開催して、リハ職種はやはり普段携わることが少ない薬物に対しての知識が不足していること、
慢性疼痛患者の診療に困っていること、さらには困っていることを誰に相談したらよいのかわからないという慢性疼痛に関わるリハ
職種の問題点を把握することができた。また、研修後の知識面の正答率が上がったことから、これからも慢性疼痛診療に対する教
育が必要なことを改めて実感した。このような研修会の講義やグループディスカッションは、知識以外に地域で慢性疼痛に関わって
いるリハ職種が在籍している施設を把握できたり、他施設での取り組みなど理解できたりと地域での慢性疼痛診療体制・治療につ
いての情報の共有ができ、慢性疼痛診療ネットワーク構築に貢献できたのではないかと感じた。今後は東北ブロックでリハ職種に向
けた研修会を継続し同職種連携を目的に参加者に頂いた意見を考慮し、よりより研修会を企画し開催したいと思う。

県別 人数
青森県 8
岩手県 4
秋田県 0
山形県 5
宮城県 4
福島県 13

計 34

参加施設 施設数
医療機関 26
介護施設 4
教育機関 1
リハビリテーションセンター 2
訪問看護ステーション 1

計 34

職種別 人数
理学療法士 26
作業療法士 8

計 34
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東北大学大学院歯学研究科 病態マネジメント歯学講座　歯科口腔麻酔学分野
　教授　水田健太郎

　本年度、歯科医師を対象とした職域限定の慢性疼痛診療講習会・研修会を全国に先駆けて実施した。その概要について
報告する。

1．講習会「歯科医師のための慢性疼痛診療講習会」（担当：水田健太郎）
日 時：令和3年11月7日（日曜日） 10：00〜12：30　　会 場：オンライン（Zoom）
対 象：歯科医師
募集方法：東北６県の県・郡・市歯科医師会、歯科大学、医学部に案内を郵送

プログラム

•10：00〜10：05 開会の挨拶
	 水田健太郎（東北大学大学院歯学研究科 歯科口腔麻酔学分野）
•10：05〜10：40 「痛み全般の基礎知識」	 伊達　　久（仙台ペインクリニック）
•10：40〜11：30 「口腔顔面痛総論」	 佐々木啓一（東北大学大学院歯学研究科 口腔システム補綴学分野）
•11：30〜12：30 「口腔顔面痛の臨床」	 千葉　雅俊（東北大学病院　歯科顎口腔外科）
•12：30〜12：35 開会の挨拶	 伊達　　久（仙台ペインクリニック）

　伊達氏は慢性疼痛診療の初学者向けに、痛み全般の基礎知識につ
いて平易な言葉で簡潔に説明された。
　佐々木氏は口腔顔面痛の基礎知識について、元日本口腔顔面痛学
会理事長のご経験も踏まえて分かりやすくお話しされた。
　千葉氏は長年に渡る豊富な診療経験をもとに、口腔顔面痛の診断と
治療について自験例を交えながらわかりやすく解説された。
　本講習会は日本口腔顔面痛学会、及び東北大学病院口腔内科リエ
ゾンセンターの共催で行った。日本口腔顔面痛学会のポイント取得対象
講習会としたこともあり、東北一円から120名あまりの参加者があり、反
響が大きかった。東北地区の口腔顔面痛診療の基盤づくりに向けて大
きな一歩が踏み出せたと考えている。

歯科医師のための慢性疼痛診療講習会・研修会報告
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2．研修会「歯科医師のための慢性疼痛診療研修会」（担当：水田健太郎）
日 時：令和4年2月6日（日曜日） 10：00〜15：30　　会 場：オンライン（Zoom）
対 象：歯科医師
募集方法：東北６県の県・郡・市歯科医師会、歯科大学、医学部に案内を郵送

プログラム

•10：00〜10：05 開会の挨拶	 水田健太郎（東北大学大学院歯学研究科　歯科口腔麻酔学分野）
•10：05〜10：15 アイスブレイク
•10：15〜11：00 講義I「口腔顔面領域の慢性疼痛　総論」
	 佐々木啓一（東北大学大学院歯学研究科　口腔システム補綴学分野）
•11：00〜11：50 講義II「口腔顔面痛の検査・診断」	廣谷　拓章（大崎市民病院　歯科口腔外科）
•12：50〜13：40 講義III「口腔顔面痛の治療I」	 樋口　景介（仙台市立病院　歯科口腔外科）
•13：40〜14：25 講義IV「口腔顔面痛の治療II」	 坂本　英治（九州大学病院　顎顔面口腔外科）
•14：25〜14：35 休憩、ストレッチ
•14：35〜15：20 「症例検討」	 千葉　雅俊（東北大学病院　歯科顎口腔外科）
•15：20〜15：30 質疑応答
•15：30　　　   閉会の挨拶

ファシリテータ【50音順】

＊飯田　　崇（日本大学松戸歯学部　口腔健康科学講座　顎口腔機能治療学分野）
井筒　崇司（山形県立中央病院　歯科口腔外科）

＊今村　佳樹（日本大学歯学部　口腔診断学講座）
小川　　徹（東北大学大学院歯学研究科　口腔システム補綴学分野）

＊小見　山道（日本大学松戸歯学部　口腔健康科学講座　顎口腔機能治療学分野）
庄司　憲明（東北大学大学院歯学研究科　歯科医用情報学分野）

＊築山　能大（九州大学大学院歯学研究院　歯科医学教育学分野）
＊土井　　充（広島大学医系科学研究科　歯科麻酔学教室）

樋口　景介（仙台市立病院　歯科口腔外科）
廣谷　拓章（大崎市民病院　歯科口腔外科）
星島　　宏（東北大学大学院歯学研究科　歯科口腔麻酔学分野）

＊松香　芳三（徳島大学大学院医歯薬学研究部　顎機能咬合再建学分野）
＊村岡　　渡（川崎市立井田病院　歯科口腔外科）

安田　　真（東北大学病院　歯科麻酔疼痛管理科）
＊和嶋　浩一（慶應義塾大学医学部　歯科口腔外科学教室　非常勤）

（＊日本口腔顔面痛学会からご協力いただいた先生）

　本研修会では日本口腔顔面痛学会から８名のファシリテータにご協力いただいた。Zoomでの研修会を円滑に実施する
ため、会に先立ち演者打ち合わせを１回、演者・ファシリテータ打ち合わせを計３回行い、全体の流れ、方向性を事前にすり合
わせした。
　研修会では参加者48名を3〜4名ずつ15グループに編成し、各講義毎にZoomのブレイクアウトルーム機能を用いてグルー
プディスカッションを行うこととした。
　佐々木氏は、本モデル事業の説明、痛み全般の基礎知識、日本口腔顔面痛学会の取り組みについてお話しされた。グルー



宮
　
城

プディスカッションでは、参加者がこれまでに経験した症例についてフリーディスカッションを行った。
　廣谷氏は、国際口腔顔面痛分類をもとに、問診、検査、診断の手順について分かりやすく解説された。グループワークでは
症例を提示し、問診、検査、診断方法について各グループでディスカッションを行った。
　樋口氏は、口腔顔面痛の治療のうち薬物療法にフォーカスをおいてお話しされた。グループワークでは症例を提示し、投薬
すべき薬剤についてディスカッションを行った。
　坂本氏は、非薬物療法、特にブロック治療、リハビリテーション、心理アプローチについて概説された。グループワークでは症
例を提示し、痛みの心理アプローチについてディスカッションを行った。
　千葉氏は、問診、検査、診断、治療の一連の流れについて、症例を提示し、各グループで３度にわたりグループワークを行っ
た。
　各グループではファシリテータとの活発な議論がなされたが、参加者からは「もっと時間が欲しかった」との意見も多く頂い
た。また、今回の参加者は口腔顔面痛治療の臨床経験が乏しい方が多かったようで、「研修会の内容について行けない」と
の意見も頂いた。今回の経験をもとに、来年度以降はベーシックコースとアドバンスコースに分けた講習会・研修会の開催を
企画していきたいと考えている。



福
　
島

　福島県の活動として、札幌学院大学人文学部の北田雅子先生と東京大学病院麻酔科痛
みセンターの笠原諭先生を講師に迎え、「動機づけ面接」講演会を実施いたしました。今回
がモデル事業における通算4回目の講演会開催となります。今年度は121名の事前申し込み
がありました。講義内容については、講師の北田先生、笠原先生にお取り計らい頂き、初めて
参加される方にも参加経験のある方にも理解の深まる講演をして頂きました。参加された皆
様からは、「勉強になった」という感想の他、「具体的な症例を通じてさらに詳しく教えて欲し
い」、「また定期的に開催してほしい」といったご希望を多々頂きました。実践の場での患者様
への受け答えを振り返り、講演会で得た知識や方法を現場で活かすための学びの機会にし
ていただけたのではないかと思います。（運営事務局）

「動機づけ面接」講演報告

＊参加者から寄せられた感想（一部抜粋）＊

1 面接方法に関する講演は大変勉強になります。症例などを通してさ
らに教えていただきたいです。ありがとうございました。

2 私は精神科に勤務します。患者さんとのかかわり（面接）の中で導入
したいポイントが多くありました。今回、CBTやMIについて興味を持
ちました。

3 いつも新鮮に聞いています。つまり、いざとなると臨床に生かせてお
らず、反省するばかりです。今後開催して欲しい企画として、困ってい
る患者さんに関して参加者がプレゼンし、それについて専門的な考
察とアドバイスをする企画などもあるといいな、と思います。事前にプ
レゼンの内容を送るなどして。

4 自分の面談を振り返りながら聴講させて頂きました。自身のマインド
セットとチェンジトークのポイントが重要であったと感じました。先生
方のような慢性疼痛に理解があり診断や治療方針までが一貫して
いるチームにおいてこの面談は生かされるのだろうとも感じました。
チームを作り上げるためのポイントや仕組み、ノウハウなどの研修も
あるとより実践的に臨床に挑めるかなと思いました。ありがとうござ
いました。

5 具体的な事例や例え話などがたくさん盛り込まれていたので、とてもわ
かりやすく勉強になりました。慢性疼痛患者以外でも応用できそうなエ
ッセンスもあり、様 な々職種や領域の方にも聞いて欲しいという印象も
持ちました。今後の開催希望としては、職種ごとの動機付け面接の手
法やチームとしての具体的実践方法などをワークできる機会があれば
と思います。本日はありがとうございました。

6 大変参考になりました。明日からの面接で利用していきたいです。
7 大変興味深いご講演をありがとうございました。心理師という立場

から拝聴し、自身のこれまでの経験（心理面接の在り方）が整理さ
れ、また新しい視点を得る大変貴重な時間となりました。
動機づけ面接自体も現在進行形で発展しているというお話があっ
たので、今後も年1回のペースなどで今回のようなご講演をしていた
だき、新しい知見等をご教示いただければ幸いです。

8 笠原先生、北田先生講演は2度目です。就労移行支援の利用者さ
んに対して日々Miを実践しております。まだまだ日が浅く最近ようや
く正したい反射を抑え、「花束を贈る」ところまで自然に行えるよう
になったと感じております。チェンジトーク以降が私の課題です。今
回の講演も改めて自身に深く刻まれたと感じております。今後も参
加したいと思います。実践的な研修などありましたら、ぜひお願いい
たします。本日はありがとうございました。

9 自分を振り返ってみるためにも、臨床で患者に対し実践してみるにし
ても、何度も見直したい内容でした。参考となる書籍や文献の提示
は有難いと思いました。

10 笠原先生・北田先生のご講義大変ありがとうございました。臨床で
の話も交えながらでイメージしやすかったです。日々の会話も雑談で
終わらせるのではなく、相手の気持ちを軽くする、行動変容に繋げら
れるような言葉掛けをしていきたいと思います。

11 大変すばらしい内容のご講演でした。特に笠原先生の講演は、慢性
疼痛患者への対応に限らず、さまざまな場面で応用できるのでは、と
いうことを考えながら聴いておりました。一つ質問したいことがありま
す。「大サビ」のところで自分が受け取った（あるいは想像した）相手
の価値観を伝えるときに、間違ってしまったらどうなりますか？「あな
たは〇〇な母親になりたいのですね」という発言に反発されること
もあるのでは？という心配があります。患者に「違います」と言われた
らそこから関係を構築しなおす、ということでしょうか？

12 貴重な講演ありがとうございました。当院でリハビリをされている患者
様の中にも、関心期から準備期への移行に難渋する方は多く、自分
が患者様の抱く不安などをしっかりと理解できていないのだと改め
て感じました。本講演の先生方に提示していただいた会話の例など
も参考にしながら、患者様に共感し思いを引き出せるような会話を
心がけたいと思います。

13 とても興味深いご講演ありがとうございました。実際に慢性疼痛の
患者さんを他の専門病院等に紹介したいと思ったときにどこにお願
いしたらいいか紹介先がわかればいいなと思いました。

14 笠原先生と北田先生の慢性疼痛に対する動機づけ面接のご講演
は他の会を含めて何度か参加させていただいており、毎回、目から
鱗の剥がれるような内容でとても楽しみにしております。参加の度に
内容がより具体的に実践的になっているように感じられ、とても勉強
になります。
自分は鍼灸師として病院に勤務しております。疼痛コントロールに難
渋している患者さんの目先を変える目的で外来医師よりご紹介いた
だくケースも多いのですが、職業的に痛みに共感しないと施術が成
立しない、患者さんと接する時間が長いといった特徴からか早期に
信頼関係を築きやすく、余程の失敗をしない限り、割と早い段階から
会話の中で患者さんの両価性やチェンジワードに触れる機会があ
るように感じます。疼痛管理におけるゴールの設定やセルフマネージ
メント、集学的アプローチの重要性をスムーズに患者さんにご理解い
ただくためにも、日々の臨床で動機づけ面接的な会話にチャレンジ
しておりますが、集中力の要る施術をしながらですので、その瞬間に
それに気付けるか、生かせるかがとても大変で、あとからああすれば
よかったとか思い悩むことが多々あります。ただそういったことを知り
得たのは先生方のご講演に参加できたことがきっかけで大変感謝
しております。
動機づけ面接法の概念自体もどんどんアップグレードされているとの
ことですので、できればオンラインで定期的に開催していただけます
ことを期待しております。

15 来年と言わず半年後に開催してほしい
16 有用な時間を提供していただき、ありがとうございました。今後、患者

さんの体験談をお聞きできる機会を期待しています。
17 今後仕事において活用していける内容でしたので、また研修参加さ

せて頂きたいと思います。ありがとうございました。
18 大変勉強になりました。少しでも自分の診療に活かせるよう精進した

いと思います。




